
　

田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、10
月
30
日

〜
11
月
2
日
に
イ
ラ
ク
を
訪
問
し
ま
し
た
。
首

都
バ
グ
ダ
ッ
ド
市
内
で
は
ズ
ィ
ー
バ
ー
リ
ー
外
務

大
臣
と
会
談
。同
大
臣
か
ら
は「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
行

っ
て
き
た
支
援
が
イ
ラ
ク
の
復
興
に
貢
献
し
て
い

る
」と
の
感
謝
の
意
が
表
さ
れ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
の
開
発
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
く
あ

る
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
継
続
的
な
支
援
へ
の
期
待
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、ハ
ミ
ー
ド
・
ハ
ラ
フ
官
房
長
代
行
、サ

ミ
ー
ル・
ア
ッ
バ
ス
・
ガ
ド
バ
ー
ン
首
相
顧
問
会
議

議
長
ら
と
の
会
談
で
は
、民
間
セ
ク
タ
ー
の
活
性

化
に
向
け
て
、日
本
企
業
の
進
出
支
援
の
要
望

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。田
中
理
事
長
は
民
間
投

資
拡
大
の
重
要
性
に
賛
同
し
、イ
ン
フ
ラ
の
整
備

や
人
材
育
成
、国
際
基
準
に
沿
っ
た
制
度
運
用

な
ど
の
面
で
協
力
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、近
年
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ

て
い
る
北
部
の
エ
ル
ビ
ル
市
内
も
視
察
。民
間
セ

ク
タ
ー
開
発
や
女
性
の
自
立
支
援
な
ど
を
目
指

す
こ
と
を
、フ
ァ
ラ
ー
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ク
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
地
域
自
治
政
府
外
務
庁
長
官
と
確
認
し

ま
し
た
。

　

２
０
０
３
年
に
日
本
政
府
が
公
約
し
た
35
億

ド
ル
の
支
援
を
達
成
し
た
対
イ
ラ
ク
支
援
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
今
後
も
同
国
の
復
興
に
向
け
て
協
力
し

て
い
き
ま
す
。
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10
月
９
〜
14
日
、「
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）・
世
界
銀
行
年
次
総
会
」が
48

年
ぶ
り
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。世

界
の
政
財
界
関
係
者
や
有
識
者
が
経

済
・
開
発
課
題
を
議
論
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世

界
銀
行
主
催
の
公
式
セ
ミ
ナ
ー
が
全
体

会
合
な
ど
と
並
行
し
て
多
数
開
催
さ

れ
、田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
も
次
の

４
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
登
壇
し
ま
し
た
。

　
「
地
球
規
模
課
題
と
し
て
の
保
健
」の

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で「
保

健
分
野
へ
の
投
資
は
学
習
能
力
や
生
産

性
の
向
上
、医
療
費
に
よ
る
貧
困
化
の

予
防
な
ど
に
貢
献
で
き
る
」と
指
摘
。保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
予
算
不
足
と
い
う

開
発
途
上
国
の
現
状
を
踏
ま
え
、支
援

国
、市
民
、民
間
を
巻
き
込
ん
で
議
論
し

て
い
く
必
要
性
を
提
起
し
ま
し
た
。　
　

　
「
雇
用
と
開
発
」の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
も
執
筆
協
力
し
た
世
界
銀
行
の

世
界
開
発
報
告
書
２
０
１
３「
Ｊ
ｏ
ｂ
ｓ
」

の
概
要
に
も
触
れ
つ
つ
、〝
す
べ
て
の
人
が

恩
恵
を
受
け
る
開
発
〞に
欠
か
せ
な
い
就

業
と
政
策
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
、世

界
各
地
域
の
政
策
担
当
者
が
紹
介
し
た

事
例
を
基
に
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る「
第
５
回
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
）」を

見
据
え
て
実
施
さ
れ
た「
ア
フ
リ
カ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
」の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
今

後
は
途
上
国
間
で
の
南
南
協
力
や
日
本

の
経
験
を
踏
ま
え
た
電
力
利
用
の
効
率

化
の
推
進
が
必
要
」と
主
張
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
に
達
成
期
限
を
迎
え
る

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」の

〝
そ
の
後
〞を
議
論
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

「
２
０
１
５
年
以
降
の
開
発
目
標
に
は
、

持
続
可
能
性
と
強
じ
ん
性
の
概
念
の
導

入
が
必
要
」と
述
べ
、世
界
共
通
の
目
標

を
設
定
し
た
上
で
、各
国
の
状
況
に
応
じ

た
達
成
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
）地
域
で
の
安
定
し
た
食
料
供
給
や

「
ア
ラ
ブ
の
春
」後
の
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ

地
域
へ
の
支
援
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て

議
論
す
る
場
を
設
け
た
ほ
か
、イ
ス
ラ
ム

開
発
銀
行
の
ア
ハ
メ
ド
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
・ア
リ

総
裁
主
催
の
昼
食
会
で
も
田
中
理
事
長

が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、今
回
の
議
論
を
基
に
、開

発
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

「国際通貨基金・世界銀行年次総会」を48年ぶりに東京で開催

田中理事長、イラク訪問で今後の支援方針を確認
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03　名古屋で「ワールド・コラボ・フェスタ2012」開催

2015年以降の開発目標の枠組みの在り方につ
いて、世界銀行や国連機関、各国の要人たちと
議論する田中理事長（右から2人目）

今後の連携強化に合意した田中理事長とイスラ
ム開発銀行のアリ総裁

北部のエルビルを視察する田中理事長。クルディ
スタン地域自治政府と今後の支援の方針につい
て議論

JICAブースにも多くの人が訪れ、スタッフによる
JICA事業の説明に熱心に耳を傾けていた

　

10
月
27
、28
日
、中
部
地
域
最
大
の
国
際
協

力
の
イ
ベ
ン
ト「
ワ
ー
ル
ド
・
コ
ラ
ボ
・
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
」（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部
な
ど
4
団
体
が
共

催
）が
名
古
屋
市
栄
の
オ
ア
シ
ス
21
な
ど
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、企
業
な
ど
約
１
０
０
団
体
が
出
展
。２
日
間

で
約
10
万
人
が
来
場
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が

紹
介
す
る
国
際
協
力
の
取
り
組
み
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
中
部
地
域
の
方
々
に
国
際
協
力

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
提
供
。
来
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る「
第

５
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅴ
）」を

前
に〝
ア
フ
リ
カ
の
今
〞を
伝
え
る
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
や
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ

る
方
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
ブ
ー
ス
、草
の

根
技
術
協
力
事
業
の
活
動
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス

な
ど
を
設
け
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
空
木
マ
イ
カ
さ
ん
、原
田

さ
と
み
さ
ん
に
よ
る
途
上
国
視
察
レ
ポ
ー
ト
、

医
師
の
桑
山
紀
彦
さ
ん
が
音
楽
と
映
像
を
交
え

て
国
際
協
力
に
つ
い
て
伝
え
る「
地
球
の
ス
テ
ー

ジ
〜
東
日
本
大
震
災
と
国
際
協
力
」、名
古
屋

お
も
て
な
し
武
将
隊
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
、た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。


